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Kubernetesを自分で拡張できる！ 

『実践入門 Kubernetesカスタムコントローラーへの道』発行 

技術の泉シリーズ、２月の新刊 

 

インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレスR&Dは、『実践入門 Kubernetesカスタムコン

トローラーへの道』（著者：磯 賢大）を発行いたします。 

最新の知見を発信する『技術の泉シリーズ』は、「技術書典」や「技術書同人誌博覧会」をはじめとした各種即売

会や、勉強会・LT会などで頒布された技術同人誌を底本とした商業書籍を刊行し、技術同人誌の普及と発展に貢

献することを目指します。 
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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

本書は、Kubernetesの拡張機能であるCustom Resource DefinitionとCustom Controllerを自作するための概要・方

法を解説します。KubernetesのCustom Controllerを実装したいけれど、ツールの使い方や実装方法が分からないと

いう方、Kubernetes自体の実装に興味がある方にもオススメいたします。本書の内容が理解できれば、Kubernetesの

実装をある程度、自力で読み解くこともできるようになるでしょう。 
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（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 

 

ControllerやCRDとはなにかを解説 

 

 

Kubernetes標準Controllerの実装を学びます 

 



Webhook、API Version互換など応用機能を学びます 
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